
紫外線突発天体探査・多波長地球観測衛星うみつばめの打ち上げ
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突然で現れては消えてしまう突発天体の物理を探る発見領域として「時間領域天文学」という分野が唱えられて久し
い。その間、さまざまな波長帯で広域サーベイ計画が実現し、GW170817の観測で結実した。この時、手つかずだった
波長帯の一つが紫外線である。突発天体は何らかの爆発現象に関連すると考えられ、その爆発直後は加熱された天体物
質からの熱的放射で青く光ると考えることが自然である。我々は、これら爆発の初期放射を、250~300nmの紫外線帯で
50平方度をカバーする広視野望遠鏡で待ち受け、いち早く発見するとともに、地上望遠鏡と連携した多波長連続観測を
行うことでその物理に迫る計画である。

本衛星は2019年度に超小型衛星としては初めて宇宙研の小規模計画として採択された。打ち上げ機会はJAXAの革新的衛
星技術実証3号機のフライト枠を産学連携のビジネス実証衛星として獲得し、夜は天文・昼はビジネスという目標を掲げ
て開発を行ってきた。本講演では、その開発の過程、打ち上げ後の衛星システムの初期運用状況、今後の運用、そし
て、産学連携で構築してきた衛星開発エコシステムの今後について報告する。
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